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【手続補正書】
【提出日】平成29年11月2日(2017.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正極と、負極と、電解液と、第１のセパレータと、第２のセパレータとを有し、
　前記第１のセパレータ及び前記第２のセパレータは、前記正極と前記負極との間に設け
られており、
　前記第１のセパレータは複数の第１の孔を有し、
　前記第２のセパレータは複数の第２の孔を有し、
　前記第１の孔は、前記第２の孔よりも小さい非水系二次電池。
【請求項２】
　前記第１のセパレータの厚さは、前記第２のセパレータの厚さよりも小さい請求項１に
記載の非水系二次電池。
【請求項３】
　応力が生じたときに、前記第１のセパレータと前記第２のセパレータとは摺動する請求
項１又は請求項２に記載の非水系二次電池。
【請求項４】
　正極と、負極と、電解液と、第１のセパレータと、第２のセパレータと、第３のセパレ
ータとを有し、
　前記第１のセパレータは、前記正極と前記負極との間に設けられ、
　前記第２のセパレータは、前記第１のセパレータと前記正極との間に設けられ、
　前記第３のセパレータは、前記第１のセパレータと前記負極との間に設けられ、
　前記第１のセパレータは複数の第１の孔を有し、
　前記第２のセパレータは複数の第２の孔を有し、
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　前記第３のセパレータは複数の第３の孔を有し、
　前記第１の孔は、前記第２の孔及び前記第３の孔よりも大きい非水系二次電池。
【請求項５】
　前記第１のセパレータの厚さは、前記第２のセパレータの厚さ及び前記第３のセパレー
タの厚さよりも大きい請求項４に記載の非水系二次電池。
【請求項６】
　応力が生じたときに、前記第１のセパレータと前記第２のセパレータとの界面及び前記
第１のセパレータと前記第３のセパレータとの界面において、前記第１乃至前記第３のセ
パレータは摺動する請求項４又は請求項５に記載の非水系二次電池。
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